
いまかね町政党よ ，~>，

由
陸
軍
所
一
軒
奮
、
軌
道
客
土
事
棄
の
賓
施
て
入
居
せ
の
吃
あ

b
ま
す

白

rBむ
よ
爾
・
一
或
は
密
林
署
・
電
報
電
話
局
の
一

J

折
、
京
T
宰
そ
の
選
ぶ
洩
れ
た
タ

蕗
冒西
、・
va

一

一

金
日
曹
帽
小

川
町
恒

一誘
致
等
』
重
要
国
師
譲
事
項
が
仙一
h
A
γ
威
，は
現
在
住
宅
に
属
窮
し

ιι
引

T
Z
、一
積
し
て
お
-P
J
ご
れ
が
解
決
の
一
τい
る
人
の
震
め
今
年
度
に
於

市

M
u
m

-
一棚

一
た
め
日
夜
努
カ
を
傾
注
し
て

ν
一
h
w
Z
も
既
に
二
十
戸
の
建
設
が

劃
野

創

剛

一
る
の
で
あ

b
ま
ず
が
、
一
方
こ

一げ
は
ぼ
決
定
さ
れ

τ居
b
ま
す
の

、
i

と
の
で
き
ま
し
た
こ
芭
は
、
誠
一れ
が
質
調
却
を
期

3
Eた
め
干
し
は

一で
、
早
晩
司
令
の
御
期
待
仁
副

ν

の

ふ

一

間

品

開

慶

に

堪

え

な

い

次

第

で

一

ひ

と

き

関

係

者

の

み

で

な

〈

、

一得
る
も
の
と
警

12
2挟

;
J
-
1
e

L

-
一御
座
い
ま
す
。

~

'

十
町
一
民
皆
き
ん
の
絶
大
の
御
支
援

一第
で
傍
痩

hV371

令

伎

町

長

春

藤

忠

庁

~
古

一

希
望
こ
そ
(
た
本
年
の
一
と
御
協
力
に
警
な
り
れ
は
三
か

t
Lτ
、
撃
の
郷
土
ぞ

-5

・

一歳
旦
ふ
い
て
、
皆
さ
ん
は
銃
一
の
成
果
を
期
L
得
な

γ
質
情
に

一明
朗
に
し
て
生
由
来
ゐ
る
住
み
よ

町
内
の
皆
さ
ん
、
新
年
お
め

一気
め
地
方
数
育
委
員
曾
の
新
後

一
仁
本
年
の
古
品
て
ら
れ
た
こ

一あ
h
ま
す
の
で、

一
層
の
御
旦
レ
「
町
」
た

4
1
む
ぺ
〈
綴
カ

で
と
う
御
座
い
ま
す
。

」
足
等
、
国
際
的
に
も
圏
内
的
民

一
芭
、
信
手
る
の
で
-あ
ち
ま
す
が

一カ
を
お
闘
レ
す
る
も
の
で
ゐ
土
を
盆
す
所
存
で
あ

b
ま
す
の
弔引

「
日
月
は
年
:
如
し
」
芭
、

一
繍
麗
欝
鍛
磁
綴
麟
譲

も

号

、

一折
角
の
成
昨
季
御
室
歯
は
萎
笈
に

一ま
す
。

回

一絶
大
の
御
支
援
御
鞭
警
官
希
9

一
占
領
下
に
お
り
る
苦
難
Z
忍
従
一
関
担
額
線
開
明
繍
錦
織

A
E
Z三
こ
れ
を
な
し
逐
げ
、
、
慌
の
な
い

一

叉
民
生
安
定
の
一

つ
と
し
て

-τ止
ま
な

ν次
第
で
あ
h
ま
す

一
の
七
グ
年
長
て
、
園
民
察

し

義

雄
犠

襲

撃

事
務
を

ご

き
喜
び
芭
戚
激
の

i一と
ち
上
げ
党
公
管
住
宅
施
設
に

一

第
三
十
八
年
の
年
頭
に
あ

一〈
室

長

和
の
ま
を
見
、

一

額
以ベ
プ

繍

鱗

鱗

獲
し
立
し
て

ν
2
5
t
E念
願

L
一
つ
V
て
も
、
昨
年
会
替
住
宅
建

L2、
町
内
の
み
な
さ
ん
の
御

一
又
年
度
竿
ば
に
お
い

vτ
園
舎
解

一
麗
髄
騨
鮫
際
綴
欝
欝
時

昭
和
二

一
T
巴
ま
な
い
次
第
で
あ

b
ま
す
一
設
地
Z
し
て
指
定
色
れ
、
第

三

多
幸
Z
御
健
康
を
心
か
ら
新
念

一
散
に
よ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選

一十
七
年
を
怠
}
ヨ
愛
仁
二
十
八

一

町
と
し
て
も
「
利
別
川
の
電
一
次
十
戸
の
建
設
を
工
じ
別
仁
定

一
い
た
し
ま
し
℃
年
頭
の
御
挨
修

一
奉
、
或
は
数
育
行
政
民
主
化
の

一年
の
望
者
を
慈
な
〈
事
え
る
こ

一源
開
問
究
林
道
開
聞
き
く
・
郡
主
め
る
芭
ニ
ろ
に

f
bそ
れ
ぞ
れ
一

z
v
た
し
ま
す
。

一d
i
む
i
d
i
u
;
3
3
3
!斗
制
約
臼
日
烈
到
ゴ
則
バ
ペ
材
料
討
対
双
対
i剖
例

制

家
の
生

一

右

1

高

割

問

円

'

d

即時

、

一

金
収
入
を
こ
の
返
済
仁
充

τな
一
況
に
葱
ま
れ
忠
良
家
経
済
を
今

一活
に
は
、
ま
だ
ま
だ
鉱
b
つ
め

一
、

:

今

金

町

議

舎

議

長

~

一
り
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
農
家
一
も
な
お
夢
み
て
V
て
は
な
ら
な

一ら
れ
る
冗
費
が
多
分
に
み
う
り

一

曾

我

井

定

一

一説

明

ん

ど

ゐ

る

の
で

T
5
u江川封一一
γ
、
年
に

二

取

引

付

子

諸

一

品

川

時

一
昭
秘
二
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
一在
の
日
本
経
済
下
に
於
て
は
R

一私
は
二
こ
に
迎
え
ま
し
た
昭
和
一
度
然
も
限
定
き
れ
た
収
入
を
も

一常
生
活
の
冗
費
を
省
い
1

て
貯
蓄

一
越
ん
で
御
成
辞
を
申
上
げ
ま
す
一h
v

ぱ
ら
の
道
の
第
一
歩
で
あ

b
一
二
十
八
年
も
、
農
業
者
仁
吉
つ
一
っ
て
一
ヶ
年
句
管
漫
を
初
め
、

一す
る
心
強
り
こ
そ
最
も
肝
要
の

一
顧
み
ま
す
る
に
昨
年
は
終
戦
一苦
難
の
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
一
て
は
、
再
び
苦
難
ψ
年
で
ゐ

b
一家
族
の
生
活
を
賄
っ
て
ゆ
か
な

一
こ
芭
で
ゐ

b
、
ニ
こ
に
迎
え
角

一
以
帝
都
七
ヶ
年
、
図
民
待
望
の
講

一す

。

先

づ

農
家
経
済
の
面
を

一試
練

ω年
で
ゐ
る
芭
思

い
ま
宇
一り
れ
ば
な
ら
な

ν農
業
経
替
で
一

昭
和

一二
十
入
年
を
最
良
の
年
と

一和
僚
約
佐
一締
結
さ
れ
、
英
に
濁一

み
ま
し

τも
、
牧
入
に
比
較
し

一

背

か
ら

「
一
年
の
計
は
元
日
ニ
あ
b
ま
す
の
E
、

rう
ぞ
今
年
一

し
て
お
く
り
得
る
最
上
の
鍵
で

}
一
立
回
家
と
し
て
顕
際
場
裡
に
純一

て
年
々
肥
料
を
勧
め
生
産
資
材

一
に
あ

b
」
Z
申
し
ま
す
。

一
こ
そ
年
の
始
め
に
於
レ
て
一
ヶ

一ゐ
あ
う
と
存
じ
ま
す
。

し
一
り
歩
き
の
出
来
得
た
輝
か

L
レ
一等
の
経
費
は
膨
張
し
て
参
っ
て

一年
の
暮
に
至
う
て
の
後
悔
は
銃
一年
の
収
支
予
算
官
立

τて
そ
の

一

年
の
始
め
に
営
b
、
所
威
の

〈
一
年
で
あ
っ
た
と
は
申
し
な
が
ら
一
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
明
年
度

一
に
逗
(
、
一
年
の
勢
苦
の

z
b
一予
算
に
基
づ
い
先
生
活
を
賀
行
三
樹
を
申
し
よ
げ
て
新
年
の
御

-
一
面
猫
・9
歩
き
の
究
東
な
い
現
一
に
於
一げ
る
農
業
手
形
等
の

mRE返
し
は
っ
き
ま
せ
ん
。
終
戦
後
一
に
移
し

τい
い
川
き
た

V
-
E
-挨
き

じ

た
し
ま
す
J

年‘

頭

今、

、

'ペ



I 

町

役

場

驚

藤

房

助

役

榔

二一
太

収

入

役

-

士

口

村

縫

一
」務

課

一

諜
安
小
、
西

怪

旗

門

広
輯
樺
長
戸
、
湾
定
勝
一

米

世

貞

夫

一

岩

深

靖

子

一

財
政
部
長
石

井

¥
政
吉
一

久

保

田

常

次

一

古

畑

正

勝

一

生

-盆

勇

一

中

井

、
誠
司
一

，
稲

垣

武

毅

一

今

野

佑

一

川

崎

弘

子

一

厚
生
揮
長
石
井
俊
直
一

，
蛇

川

宏

一

白

山

‘孝
十

戸
線
部
長
棚
橋
精
次
郎
一

鈴

木

喜

六
一

統
肝
係
長
室
材
、
集

吉

ナ

建

'
業

謀

、

一

戸

長
「高

田

-肺世
F

雄
一

語
係
長
品
会

問慌
て
首
長

d

一

ぷ
E 

町ー

金

由

今

金

町

農
業
委
員
曾

長

昭和却年 l}ll自費符

反初 郎一

雄技

太

長
藤
倉
久
左
伝
門

委

民

都

藤

2

房

由

曾
唱
刊
弁
定
一

米
.
山
時
w
r一回

守
伊

藤

五

一

一

冗

村

康

縞

源

-
一

郎

村

本

市

出

向

正

男

坪

川

図

a

縫
一

畑

武

雄

一

石

川

正

一

森

川

久

太

郎
F

一

笹

森

武

緩

佐

藤

伊

液

天

沼

義

之

進

村

上

久

太

郎

伊

藤

繍

義

今

金

町

教
育
委
員
曾

委

員

長

前

原

一

度

剛
要
員
長
藤
倉
久
左
衛
門

日注

一

理

村

上

美

三

雄

ア'
F

井

村

手
金
融
概

曾

年

吉多

国国

日

-
建

設

課

時

長

加

臨

時

作

次

郎

土
木
揮
長
日

野

清

廊

有

賀

正

夫

架

谷

文

男

高

務

保

棉
市

r
E
LU

1

計
画
骨
古

・3

悶

、

強
ι

震

保

長

小

蕗

末

恭

ー間

約

課

向
，納

骨

今

村

千

古

内

生

加

賀

幸

夫

丁
愛
宕
吉
太
郎

り

一冗

伊
狩
河
年

‘，

-
噛
嘩
岬
可

""'" -.'，. ...~.叫日 ザマ\ti'~'~~:~}f:'寸 Y

-';~.~I -r '( ，- !' ""、ーまかね鶴r!l&だよ

八

賀

v使紛

謹

金
町

農
業
協
同
組

b 
7 

母
、 ， 監 e 伶

官事組

三;宇橋 工 襲、村新和天月中伊橘原畑村 河 手 繍 お 合t
苧 号、水事藤主上ご谷 田.t召部沿窓 口 鹿島 JI¥理主 主

拘留鍵竺:三定佐芝日p?E米安総務 rt事

て撃?次1倖FTJ容で母:F.洛吉正f私 事品作男ー怠養子ii二
一一品fÞ:~~;.t~~.-，I.，"，~:i，;' ~'''~L:~~格F て三ごdぷよ三

寺 咽zι詰互2伝v手手;、ブ一吟バJ示.. _，A汗自で汚7号号号惣4濯r措器、;:しレ-一

:言芸品i4語迫話?詰喜瀧諸|主;寵;Eiふ

喜塁仁?主; ::写;3?詰提;誇毒号ず，"f'j下 j¥-よ

!トιLξ一了二e¥Aみ与み -ん〆が〈円:云云云くゴ主、 i巧守下ぢぢ i明 る喝い

之容来月号 右丹

議員増強YJ赤ifii宇
ーベ lt~;)f~てグ 玩ト'::-~':~;i~': ふ ~c.ι鮪 宵

:1; ;えが州南~4}::;:嘉勢\ 子
d宅:、:ら募金委t令長主の節はMl治力説瀬t・1

J排調惑議まさ宰此全地:発
、


